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Hitoyoshi General Hospital

理　　念
　地域の中核医療機関として、良質
で安全な医療を提供し、信頼される
病院を目指します

基 本方 針
１．患者の人権と意思を尊重します
２．高度で良質な安心できる医療を提供します
３．地域医療支援病院として急性期医療や医療連携に努めます
４．職員の教育・研修を推進し、自己研鑽に努めます
５．健全な病院運営に努め、患者に信頼される病院にします

当院はオーダリングシステムを導入いたします！

　従来の手書き伝票（処方箋や検査伝票、画像指示箋、
食事指示箋など）は、医師による指示が出された後、
各部門への伝達に時間がかかり、患者さんをお待たせ
する要因のひとつとなっておりました。

　オーダリングシステムの導入により、指示された内容
が瞬時に、正確に各部門へ伝達されます。また、蓄積
された情報を元に、検査結果や服薬の状況を確認する
ことが可能となり、医療の質の向上にも役立てられます。

オーダリングシステムとは……コンピュータを利用して、診察内容を正確にかつ迅速に各部門へ伝達するシステムです。

　職員一同、皆さまにご迷惑とならないよう操作の習得に努めておりますが、場合によっては診察、検査のお

呼び出し、薬のお渡し、会計のお呼び出しまでに多少時間を要する場合がございます。

　何卒、ご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。

平成19年９月１日より、オーダリングシステムを導入しました

お　知　ら　せ
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　当院は地域災害拠点病院に指定されています。何らか
の災害が発生しうることを常に念頭におき、病院組織と
して負傷した被災者へ機能的に対応する準備をしておか
なければなりません。
　本年の防災訓練を行うにあたり、例年の反省を踏まえ、
有事の際に全職員各々が取り組まなければならない役目
を認識し、初動の際に迷うことなく動ける状況となるこ
とをもっとも重視しました。つまり、今回与えられた仕事
は、ただ訓練（劇）のための配役ではなく本当の災害の
際でも携わる仕事だということです。例えば、院内で火
災が発生した場合に、皆が火災現場へ野次馬のように駆
けつけてもただ混乱するだけです。患者さんを安全に避
難誘導、搬送できる組織的な人員配置が迅速になされな
ければなりません。この点を明確にしたことで、例年以
上に各人が問題意識をもって取り組む状況に至りました。
　その上で本部、トリアージ班、救護班、病棟班、搬送班、
初期消火班など部門ごとに必要な資材の準備や人材配置
について協議を重ねました。各部署で真剣に取り組んで
いった姿は、大変すばらしいものでした。さらに部門の
リーダー同士でも数回にわたり話し合いを行い、相互連
携の確認や初動後の人材再配分についても検討しました。
　“訓練が始まる時点で、本部のテントや資材がすでに準
備されているようなものは意義ある訓練とはいえない”こ
れが今回の訓練を端的に表したものと思われます。災害発
生時、本部担当者がいち早く本部機能を立ち上げること
ができるか？は大変重要です。テントの保管場所も知らな
い、組み建てられないような人員のみが本部に配置されて
いてもどうしようもないわけです。他の例をあげると、担

架による搬送班に対して目の前に担架がすでに準備されて
いるわけではないのです。どこに何台あるのか、足りない
数をどのように有効利用すべきかまで協議してもらいまし
た。さらに、負傷者の搬送が終了した搬送班の人たちは、
次に必要な部門へ再配分されなければなりません。本部
が全体の状況を把握し、その指示を伝える必要があります。
つまり、仕事が無く周囲の状況だけ眺めている人が存在す
るような事態は組織が有効に機能したとはいえません。
　さて、当日の訓練の実際ですが、職員一丸となった大
変有意義なものでありました。全員が実感したであろう
“例年と大きく違った”との印象は、災害拠点病院の職
員として、明確な目的意識をもって真剣に取り組んだか
らこそであり、その結果多くの問題点も浮き彫りになり
ました。きちんと評価し、これをマニュアル作りにつな
げていかねばなりません。
　“誰一人としてだらけた人などなく、皆の真剣さに感
動した”との感想を聞かせてくれた人がいました。当院
は災害拠点病院としてだけでなく、地域の基幹病院とし
て取り組まなければならない課題はまだまだあります。
これらの課題に対して、今回
の防災訓練同様に問題意識
をもって取り組んでいくこと
は、当院が地域住民にとって
ますます重要な存在となり、
われわれがこの病院で働くこ
との“誇り”へとつながって
いくのかもしれません。

救急医療委員会 委員長　原田　洋明

もし災害が起きたらあなたは何をするか？
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　現在の日本人の三大死因はがん、心疾患、脳血管疾
患ですが、これらの病気には喫煙が大きくかかわってい
ます。とくに喫煙の影響が強いとされる肺がんは、日本
人男性のがん死亡のトップでありさらに増加の一途をた
どっています。また85%は喫煙が原因とされる慢性閉塞
性肺疾患（COPD）も増加しており、やがて死因の上位に
入ってきます。日本では戦後の経済成長に伴ってタバコ
の消費量も増加しましたが、これに数十年遅れてタバコ
に関連する死亡者数が増加し、現在年間十数万人の方が
喫煙が原因で死亡しています。また、タバコは喫煙者の
みならず周囲の人々の健康も損ない、受動喫煙によって
年間約一万人が死亡しています。これは単に医学的な問
題だけではなく経済的、社会的問題なのです。喫煙によ
る健康被害が疫学調査や研究で次々と明らかにされる中、
WHOは世界的なタバコ規制政策を推進しており、諸外国
では禁煙政策が進められています。しかし日本は禁煙政
策後進国であり、日本人の多くはまだ喫煙の弊害を知ら
ずに（知らされずに）生活し、その影響を受けています。
　喫煙は単なる嗜好ではなくニコチン依存症という病気
です。喫煙者はニコチンの薬理作用によりタバコが止め
られない体になっているのです。言い換えると自分の意

思や行動がニコチンに支配され、死ぬまでタバコを吸い
続けさせられるのです。喫煙者の多くはこのようなタバコ
の危険性、麻薬的要素を知らずに軽い動機でタバコを吸
い始めています。最初の一本を吸わないことが大切です。
　最近、青少年の喫煙率の上昇や喫煙開始年齢の低下
がみられます。喫煙は身体の発達段階にある青少年へ
及ぼす影響は大きく、また喫煙開始年齢が低いほどが
んや心疾患などで死亡する危険率が高くなります。さ
らにタバコは麻薬や覚せい剤の入門薬物としての弊害
もあります。青少年の喫煙予防対策としては、学校に
おける禁煙教育、学校の敷地内禁煙、自動販売機の撤
去、タバコの値上げなどが重要といわれています。
　将来の社会を支える子供たちが最初の一本を吸わな
いように、これから当院でも積極的に学校に出向いて
禁煙教育を行っていく所存です。

副院長　下川　恭弘

学校における
禁煙教育

　平成19年８月10日アンジェリーク平安にて熊本
大学大学院医学薬学研究部婦人科学教授の片淵秀隆
先生の講演がありました。
　熊本県から子宮頸がんで亡くなる方を減らしたい
と熱心に講演されていました。
　子宮がんには閉経後に多い子宮体がんと、今若い
人たちに増えてきている子宮頸がんがあります。一
般に子宮がん検診というと後者の子宮頸がん検診を
指し、検診バスで行われている検診もこれに当たり
ます。20～50歳代の若い女性の子宮頸がんが急増
していることから、対象年齢が30歳以上であった
ものが20歳以上引き下げられました。子宮頸がん
はヒト・パピローマウイルスの感染によって起こり
ます。このウイルスはありふれた存在で性交の経験
のある女性はほとんどの人が感染したことがあると

考えられてい
ます。性交の
弱年齢化や、
多くのパート
ナーを持つ事
によって長い
ことウイルス
に感染した状態にあると子宮頸がんに進行していき
ます。先日もある若い芸能人が子宮頸がんの治療で
入院中に事故で亡くなったニュースがありました。
しかし、子宮頸がんは検診で簡単に見つかります。
他のがんと違って目で見て検診できるのです。自覚
症状がないのに婦人科を受診するのは勇気が要るも
のです。しかし、検診は数分で済み、痛みもありま
せん。実際病気になると何回も何回も診察台に上ら
なくてはなりません。その上、病院で検診を受ける
と、卵巣がんや、卵巣腫瘍のチェックにもなります。
さあ、皆さん！勇気を出して数分我慢し子宮頸がん
の危険を回避しましょう。

看護師　小川　ひとみ

子宮頸がん
検診の勧め
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　私は、当院の「断煙外来」で断煙に成功しまし

た。職員の方で喫煙される方に断煙を考えていた

だけたらと思い、体験レポートのお話をお受けし

ました。

　みなさん、せめて勤務時間中だけでも止められ

てみてはどうですか。毎日、本数を減らすだけで

も体への負担がだいぶ違いますよ。それと喫煙す

るにも結構、時間を使うもの。病院裏の喫煙ス

ペースに行くのにも遠い部署の方は移動にも数分

かかるし、トータルすると何分いや何時間を無駄

にされているのではないでしょうか。病院なのに

職員が喫煙している姿も、いかがなものかと思い

ますし・・・。

　そういった方にこそ、私の断煙成功例を参考に

していただければと思います。

　私が、禁煙を思いついたのは、不便さを感じた

からです。職場や公共の場で喫煙できる場所が少

ない事と、たばこの値上がりです。しかし、頭で

はタバコ代が惜しいと思っていても、タバコが

吸いたくてきっぱり止めることができませんでし

た。少しでも体を慣らしてからなら楽だろうと思

い、低ニコチン、低タールに変えて、最後は煙の

少ない0.5㎎にしました。それから禁煙を始めた

のですが、まあ　つらいものでした。

　ニコレット（禁煙補助ガム）は口に合わないし、

決心して禁煙を始めても短くて数時間、長くて半

年でした。何度も何度も誘惑に負けて失敗するの

です。禁煙３日目が一番つらく、イライラがつの

り禁煙３日目の夕方になると形相が変わるほどで

した。感情が高ぶって、ものをたたき壊したい衝

動にかられます。そして、我慢ならずに吸ってし

まうのです。禁断症状って怖いですねー。何度も

３日目で挫折していました。

　そんな中、当院で断煙外来が始まるということ

でお誘いがあり、喜んでお受けしました。当時、婦

人科の北野先生が担当されていました。診察の時

に、“この機会に、止められなかったら、一生、タ

バコと別れられない”と思い、鼻息も荒く「断煙

がんばります！」と申しましたところ、「いや　が

んばる必要はないよ。吸いたくなったら吸ってい

いですよ。」とおっしゃっていただいのが、とて

も印象的でした。おかげさまで、肩の力を抜いて

挑むことができました。

　魔の３日目は、ニコチンパッチのお陰で難なく

クリアできました。あと口寂しいときには、氷や

大きく切った生のにんじんをかじったり、ガムを

噛んだりして紛らわしました。なんと言ってもイ

ライラの程度が低かったのが、よかったですね。

誘惑に負けないよう気をつけて、喫煙者のそばに

行かなかったりしているうちに、タバコから開放

されました。

　ニコチンパッチを卒業して数日経過すると朝から

寝起きが楽になり、朝食もおいしく食べられるよう

になりました。頭が重かったり、体がだるかったり

したのも軽くなり、お肌の調子も良くなりましたよ。

　何よりうれしかったのは、同時期に断煙を始め

た皆さんが挫折されている中、断煙外来成功者第

一号と聞かされたときでした。やればできるじゃ

ない！

　禁煙するのにいろいろな方法があると思います

が、私は、断煙外来をおすすめします。

●専門医のサポートがあると・・・身体・精神的に

サポートし、無理な

く禁煙に導いてくれ

ます。なお、当院は

保険適用の病院に

なっております。まず

はやってみましょう。

看護助手　溝口　真理

断煙外来
　やってみませんか！？
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　こんにちは。

　私たちバドミントン部の紹介をします。

　毎週水曜日の19時から21時まで人吉看護学校の体

育館で活動しています。

　皆わきあいあいとしてすごく楽しいです。気軽に誰

でも参加できます♥

　動きやすい格好と体育館シューズさえあればOK！

　体を動かしたい方や初心者の方など大歓迎です！！

皆で楽しく遊びましょう♪

　仕事の疲れも吹っ飛ぶくらいにリフレッシュできる

し、気持ちがいいですよ。

部活動紹介部活動紹介
人吉総合病院 Vol.5：バドミントン部

バドミントン部部長　山口　三予

　Ｈ19年８月20日、毎年恒例の夏祭

りを行いました。今回は栄養課から

の協力もあり、屋台で焼きそばを作っ

て頂きました。また、小物（おもちゃ

の金魚・ヨーヨー風船など）や提灯を

飾ったりして、祭りの雰囲気をとても

よく出せたと思います。

　病棟のスタッフは、病院のオレンジ

の法被を着て、たこ焼き・かき氷を作

り、患者さんや御家族においしく食べ

ていただけるように頑張りました。

　また、出し物として、マジックやひ

げダンス、輪投げ、踊り（球磨の六調子音頭）で、楽しい時間を過ごせました。最初は部屋から出た

くないと言われていた患者さんも、祭りに参加すると素敵な笑顔になり、祭りが終わった後もまだ戻

りたくないと言われる程、楽しんでいただけてとても嬉しく思いました。

　今回は患者さん、御家族、スタッフ、多数参加していただき、フロアはぎゅうぎゅう状態だったの

で、もう少しスペースが広ければいいのに…と思いました。

　来年も今年以上に賑わう祭りにして、患者さん、御家族にとって良い思い出になるように頑張りた

いと思います。 緩和ケア病棟看護師　田頭　千鶴
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今
月
は
地
域
の
老
人
保
健
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設
か
ら
も

楽
し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
吉

総
合
病
院
・
川
柳
句
会
の
輪
が
広
が
り
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
蔭
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
月
同
様
、
投
稿
作
品
と
西
村
比
呂
志

先
生
の
注
釈
を
掲
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い
た
し
ま
す
。
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に
さ
れ
て
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
次
回
か
ら
応

募
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た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
孫
の
声
金
銭
感
覚
鈍
く
な
る
」　　

章
子

＊
孫
に
対
す
る
お
年
寄
り
の
気
持
ち
を
ず
ば

り
句
に
さ
れ
ま
し
た
。
孫
の
声
を
聞
か
な

く
て
も
財
布
の
紐
は
緩
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ぐ
ら
し
や
鎮
守
の
森
の
賑
や
か
さ
」
句
龍

＊
一
寸
俳
句
的
。
今
年
は
特
に
残
暑
が
厳

し
か
っ
た
の
で
特
に
そ
う
感
じ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
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下
五
【
賑
や
か
さ
】
に
そ
の
様
子
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

「
孫
せ
か
す
お
く
る
っ
ば
ー
い
早
よ
せ
ん
ば
」

正
子

＊
準
備
に
手
間
取
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

待
っ
て
い
る
孫
チ
ャ
ン（
五
歳
と
付
記
）

の
姿
が
見
え
ま
す
。

　

こ
の
句
は
球
磨
弁
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
方
言
で
の
川
柳
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

ロ
ー
カ
ル
色
豊
か
で
い
い
の
で
は
？

「
夏
の
草
人
の
手
よ
り
も
早
す
ぎ
る
」
宝
来
子

＊
夏
草
の
伸
び
る
の
が
早
い
の
を
川
柳
に

さ
れ
ま
し
た
。
中
七
の
【
人
の
手
よ
り

も
】
面
白
い
的
確
な
表
現
で
す
。

「
一
生
を
託
し
た
く
じ
は
大
当
た
り
」　　

「
寄
り
添
っ
て
空
の
青
さ
を
見
た
こ
と
も
」

章
子

＊
い
い
ご
主
人
で
す
ね
。

「
暑
き
夏
球
児
と
共
に
過
ご
し
け
り
」
き
み
え

＊
一
回
戦
か
ら
決
勝
戦
ま
で
毎
日
暑
さ
を

忘
れ
て
テ
レ
ビ
観
戦
。
八
代
東
高
が
初

戦
で
消
え
た
の
が
残
念
。

「
夢
の
ご
た
る
佐
賀
北
ナ
イ
ン
の
大
逆
転
」

ゆ
き
子

＊
八
代
東
は
負
け
た
け
ど
、
同
じ
九
州
の

佐
賀
北
高
が
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
逆
転

優
勝
、
本
当
に
夢
の
ご
た
る
。

　

こ
の
句
も
方
言
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、

適
切
な
言
葉
と
思
い
ま
す
。

「
ど
う
し
た
の
お
は
ぎ
で
酒
を
飲
む
な
ん
て
」

カ
ズ
子

＊
こ
ん
な
お
酒
の
飲
み
方
も
・
・
案
外
美

味
し
い
ん
で
す
。

　

私
も
甘
納
豆
で
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
・
・
。

ご
心
配
か
け
て
す
み
ま
せ
ん
。

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
気
だ
け
は
あ
せ
り

ま
ま
な
ら
ず
」
梅
吉

＊
ダ
イ
エ
ッ
ト
実
行
中
の
方
の
独
り
言

【
世
の
中
美
味
し
い
物
が
多
す
ぎ
る
】

で
し
ょ
う
か
？

「
目
に
良
い
と
言
っ
て
今
夜
も
鰻
め
し
」
初
音

＊
句
の
後
に
括
弧
書
き
で
（
気
遣
う
嫁
の

心
嬉
し
き
）
と
あ
り
ま
し
た
。
ふ
と
川

柳
の
前
身
は
前
句
付
け
で
あ
る
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

括
弧
書
き
が
無
く
て
も
十
分
で
す
。
何

か
理
由
を
つ
け
て
大
好
き
な
鰻
食
べ
さ

せ
る
お
嫁
さ
ん
、
か
わ
い
い
で
す
ね
。

「
里
帰
り
い
ま
は
父
母
は
墓
の
中
」　

ナ
ル

＊
お
盆
の
句
。
顔
を
見
に
帰
る
と
あ
ん
な

に
喜
ん
で
く
れ
た
母
も
父
も
今
は
墓
の

中
。
し
ん
み
り
と
し
た
句
。

　

次
回
は
十
月
十
一
日
（
木
）
十
四
時
か

ら
で
す
。
場
所
は
新
館
二
階
多
目
的
室
で

す
。
句
会
は
応
募
を
い
た
だ
い
た
作
品
を

皆
様
と
鑑
賞
す
る
も
の
で
す
。
ご
参
加
の

程
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

応
募
箱
は
院
内
各
所
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
作
品
で
の
ご
参
加
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

医
療
福
祉
連
携
室　

南　

秀
明

職 員 情 報
新人紹介

藤
ふじたに

谷　綾
あや

子
こ

（看護師　２階病棟）

◇出身地：人吉市
◇ 最終卒業校：神奈川県衛生看護専門
学校

◇趣味：ドライヴ
◇生活信条：焦らない、諦めない
◇性格：几帳面

◇自分のコマーシャル：高校卒業後、地元を離れて生活し
てきましたが、帰ってきて日々重ねる毎に「やっぱり人

吉はよかとこだなぁ」としみじみ思います。

　ブランクもあり、子育てしながらのスタートとなります。

至らない面も多々あるかと思いますので、ご指導ご助言

の程、宜しくお願い致します。

第
二
十
二
回
翔
句
会
開
催
！

笑
っ
て

健
康
促
進
！

入　船　久美子 さん
安　永　祐加子 さん

上　村　明　子 さん（長女ご誕生）

〈８月31日退職〉退　　職

ご 出 産

　当院ではこれまで国の医療政策に従い、地域医療機関

との「機能分化」と「連携」に努めてまいりました。

　具体的に、外来診療は開業医の先生方に受け持ってい

ただき、当院は入院治療を中心に行っております。

　この方針のさらなる推進と外来待ち時間の短縮を目的

に、平成19年９月より外来診療の完全予約制を開始い

たします。

　再診の患者さんはもとより初診患者さんも、予約を入

れて受診していただくことになります。

　どうかご理解とご協力のほど宜しくお願いいたします。

【時間帯】月曜日～金曜日　9：00～17：00（祭日を除く）

【初診時】外来予約センター

　　　　（紹介状がある方）０９６６－２２－１９００

　　　　（紹介状がない方）０９６６－２２－７８７８

※紹介状をお持ちでない初診の患者さんは待ち時間が

長くなることがあります。

　また平成19年９月より紹介状をお持ちの患者さん

及び救急患者さん以外の方につきまして初診時特定

療養費5000円をいただいております。

【再診時】診察後の予約は、担当医師または看護師が次

回診療予約をお取りいたします。

　電話での予約や変更は各科外来にお電話ください。

　当院は、完全予約制となりますので、予約をされない

で来院された場合、当日中に受診できないことがあります。

　完全予約制に関する質問は、当院地域連携室までお問

合わせください。

TEL０９６６－２２－２１９１（内線２４０）

健康保険 人吉総合病院
～外来完全予約制開始のお知らせ～


